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Ⅰ今月の鳥はスズガモ

①スズガモ カモ目カモ科スズガモ属

L 45㎝ 漢字名 鈴鴨

学名 Aythya  haffinis 英名 Lesseu Scanp 

11月探鳥会でスズガモが出ました。

枚方淀川探鳥会のチェックリストでは、昨年10月に5羽観察されて

いるが、最近13年間7回のみであり、2年に1回程度しか観察して

いない稀な冬鳥である。

なお、スズガモの雌は写真のように嘴基部の白色部で確認するが、

同属のキンクロハジロにも嘴基部に白斑が出る個体があるので、要注

意である。

②大阪府のスズガモ ➝
（大阪府鳥類目録 2016）

大阪府では大阪湾岸でよく観察される。

鳥類目録によると、ガンカモ調査時の結果と

思われる、下記の記録が記載されている。

2006年1月 夢洲 2,362羽

2007年1月 泉大津市 1,032羽

2009年1月 神崎川河口 2,736羽

2016年1月 岸和田市 1,500＋羽

海の鳥であるため、枚方淀川など内陸部で

は観察されても、個体数は少ない。

← ③スズガモ 日本での越冬状況

全国越冬分布調査報告2016～2022年
（バードリサーチ・日本野鳥の会 2023年）

冬鳥として全国に渡来し，内湾では大きな群れで越冬する。1980

年代と比較して2010年代は，北海道や関 東地方では内陸部，西

日本では主に沿岸部で分布が拡大していた。

環境省の「ガンカモ類の 生息調査」での越冬個体数は、

1970年代後半以降，10-27万羽で変動している。。

④世界のスズガモ分布図

真木・大西（日本の野鳥590） 2000年平凡社

日本に冬鳥として来ているスズガモの繁殖地が北極圏

にあることを初めて意識した。

スズガモの繁殖図を見て、他の鳥の分布図を見直した

所、マガン・コハクチョウなどの繁殖地も北極圏でした。

スズガモの越冬地は千島列島～日本列島、そして台湾

及び中国南部などの沿岸部でした。

1984-1986 2016-2022

今日12/7は「淀川河川公園枚方地区」を中心に、「淀川寛平マラソン」が開催されています。ここ数年探鳥会開

催日とバッティングしていなかったので、寛平マラソン開催日にノーマークでした。

今日は、探鳥会時に確認しながら、若干のコース変更も止むなしと思われます。

スズガモ雌 20251102（平）
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？

スタート地点で関西医大病院の屋上に止まっていたチョウゲンボウ、

淀川堤防側へ回ると関医タワーの文字盤に止まっていたハヤブサと、幸先

よくスタートした。河川敷の草原ではハクセキレイの群、中に冬鳥のタヒバリもいた。ホオジロ・モズ・カワラヒワは木の上に、ヨシなど

の草むらからはウグイスの「ホケキョ」、そしてアオジの声もした。

淀川本流ではアオサギ・ダイサギ・コサギ・オオバン・カワセミ、そして上空をミサゴが飛んだ。冬鳥はカンムリカイツブリ、更にキンクロ

ハジロとともにいたスズガモを見ることができた。天野川・黒田川の川床にはセグロセキレイが多数おり、今月の鳥として資料に入れ

たイソシギもゆっくり見ることができた。冬の小鳥は天野川沿いのシナサワグルミの木にジョウビタキ、オオタカの森のムクノキの木に

ツグミを確認した。今月の「トリ」はキジ、声を出して飛ぶ姿を見た後、磯島グランド南側の堤防のナンキンハゼに止まっている姿を

全員でゆっくり観察できたことから、気持ち良く終えることができた。

Ⅲ 先月(11/2）探鳥会報告
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Ⅳ 次回は1月４日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

お正月の探鳥会、初夢のタカが出てくれるといいのですが。

今月と同じように、大阪支部HPからホームズ様式からお申し込みく

ださるようお願いします。

イソシギ（11月資料の鳥） ツグミ(冬鳥到来） キジ（9月に続いて確認）
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Ⅴ 野鳥通りの変化 （2023年11月樹木伐採経過） 先月資料再録
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